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郷土資料館では、３月１６日(土)から 

「鎌ケ谷の小学校１５０年史」をテーマ 

に令和５年度の企画展を開催します。 

明治６年(1873)に鎌ケ谷市域に初めて 

小学校が設置されてから、今年で１５０ 

年の月日が経過しました。この企画展で 

は、明治・大正・昭和・平成の市内小学校のあ

ゆみを当時の写真や様々な歴史資料でたどりま

す。きっと地域と小学校の深い結びつきがよく

理解できると思います。 

なお、明治６年は現在の千葉県が誕生した年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でもあることから、今回の企画展は「千葉県誕

生１５０周年記念イベント」の一環として開催

します。 

期間 ３月１６日(土)～５月２６日(日)の午前

９時～午後５時（入館は午後４時４５分まで） 

※毎週月曜日及び３月２０日(水)、４月３０日

(火)は休館します 

会場 郷土資料館２階展示室 

展示内容 

 (１)明治前期の小学校 ～「学制」の時代～ 

 (２)明治中・後期の小学校 ～「教育令」と「小

学校令」の時代～ 

 (３)大正から昭和初期の小学校 ～高等小学

校の開校と「学校問題」～ 

 (４)太平洋戦争のころの小学校 ～「国民学校」

の時代～ 

 (５)昭和中・後期以降の小学校 ～「六三三

四制」の時代～ 

（２ページへ続く） 
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～千葉県誕生１５０周年記念事業～ 
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（１ページからの続き） 

展示資料 

 (１)写真：各時代の小学校の校舎・教室、授

業や学校行事、教員や児童の集合写真な

どをパネル化して展示 

 (２)歴史資料：小学校の沿革に関連した文書、 

各年代に使用された教科書やノート・答

案・学習用紙、修業・卒業証書、通知表、

戦前の「鎌ケ谷村学事報告」、各小学校の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「設置届書」、小学校沿革誌、学校日誌、

学校通信、学級通信、ＰＴＡ広報誌、周

年記念誌などの現物もしくは写真パネル

を展示 

 (３)モノ資料：教室で使用された机やイス、

振り鐘、記念として配布された文鎮・筆

箱などの現物を展示 

図録の販売 今回の企画展に合わせ展示図録の 

販売を予定しています。詳細は決まり次第、 

広報や市ホームページでお知らせします 

 

 

担当学芸員による展示解説を行います。 

日時 ①３月２３日(土)、②４月１１日(木)、      

 ③４月２４日(水)、④５月３日(金)、⑤５月

４日(土)、⑥５月５日(日) 

時間 いずれも午後１時３０分～２時３０分 

定員 各回７人（申し込み先着順） 

申し込み 郷土資料館☎４４５－１０３０ 

 

 

 

 

 

 

収蔵資料展示コーナーでは、令和５年度企 

画展の関連企画として、江戸時代に庶民の教 

育施設として成立した、寺
てら

子
こ

屋
や

に関する資料 

を展示します。 

寺子屋(手
て

習
ならい

塾
じゅく

とも)とは一般的に、江戸 

時代中期以降の町や村などにおいて、村役人 

などの有力者や寺院の僧侶、神社の神官とい 

った人たちが近隣の民衆の子弟を集め、初歩 

的な教育を実施した場のことをいいます。寺 

子屋での教育は、明治５年(1872)に制定され 

た「学制」によって、近代の学校教育制度が 

成立するまで継続しました。 

市域の村の子どもたちが通っていた寺子屋 

のひとつに、中沢村の南に隣接する藤原新田 

 

 

 

 

(現船橋市)に所在した安川舎があります。今 

回の展示では、令和２年度郷土資料館セミナ 

ーでの竹中友亮氏の講演「近世後期鎌ケ谷の 

教育～手習塾「安川舎」の場合～」をもとに、

安川舎で使用された学習手本などから、学習 

の内容とその成果について紹介します。併せ 

て、寺子屋で学んだ子どもたちが師匠を顕彰 

するために造立した筆
ふで

子
こ

塚（塔）について、 

市域及び隣接地に所在する４基を写真パネル 

で紹介します。 
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春の訪れが待ち遠しい今日このごろ。郷土資

料館では一足早く「春の自然観察会」を開催し

ます。 

市域の北部に位置する大津川沿いは、自然を

よく残していると言われる地域です。この観察

会では大津川沿いを散策しながら、野鳥や植物

などを観察します。あなたも早春の自然とふれ

あってみませんか。 

日時 ３月２日(土)午前９時３０分～正午（雨

天の場合は翌３日(日)に順延） 

場所 北部公民館に集合（車での来場はご遠慮

ください） 

定員 ２５人（多数の場合は抽選） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師 唐沢孝一さん（ＮＰＯ法人自然観察大学

学長） 

会費 ５０円（保険料） 

服装 歩きやすい服・運動靴 

申し込み ２月１５日(木)までに郷土資料館

☎４４５－１０３０へ（抽選結果は２月１８日

(日)までに連絡します） 

 

 

 

 

 

今回は、常設展示室「民具コーナー」の奥 

の方に並んでいる唐箕をご紹介します。 

唐箕は米づくりの道具として教科書などに 

も登場することから、よく知られている道具 

のひとつとだと思います。郷土資料館で収集 

した民具の中でも農具は特に多く、その中で 

も稲作の道具はとても多くありますが、鎌ケ 

谷市域の水田は昭和４０年代（1960 年代後 

半）から急速に減少し、平成の終りころには 

水田がなくなりました。現在、市内では農業 

としての稲作は行われていません。 

唐箕は風の力を利用して、穀物の精粒（せ 

いりゅう：通常の生育状態）、くず粒、ワラ 

くずなどを選び分ける道具で、江戸時代中期 

（1700年代）ころに中国から伝わったとされ 

ていますが、広く普及するようになったのは 

大正期になってからです。構造は穀物を入れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る漏斗（じょうご）部、板の羽を回転させて 

風を起こす送風部、選別用の胴部で構成され 

ています。選別の口は３つあり重い精粒が漏 

斗下の第１の口、やや軽いくず粒が第２の口 

に落ち、ワラくずは大きく開いた第３の口か 

ら吹き飛ばしました。機械化が進む昭和３０ 

年代（1960年前後）ころまで使われました。 

現在の君津市域は唐箕の生産が有名で、「上 

総唐箕(かずさとうみ）」として、関東一円で 

使用されました。展示している唐箕も漏斗部 

分に「君津式」と墨書きされています。 
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 市内佐津間の旧家である澁谷家には､近世～

近・現代の膨大な資料群が残されており、市は

昭和５９年（1984）から整理を続けています。

昨年度その大半を市にご寄贈いただき、現在そ

の整理作業も第１５次にまで及んでいます。 

 澁谷家旧蔵文書では特に近・現代の史料の中

に不用となった紙（反故紙
ほ ご し

と呼ばれる使用済み、

未使用の紙類）の裏紙を使用して作成した書類

が多く見られます。今回は再利用した裏面では

なく、印刷された表面に着目してみましょう。 

 写真は昭和３０年３月２５日付けの東武鉄道

株式会社（以下東武）が作成配布したストライ

キ（以下スト）予告のちらしです。「御乗客の皆

様へ！」と題し、東武鉄道労働組合（以下東武

労組）賃上げ要求の結果次第で翌２６日に柔軟

闘争（電車は運行するが主要駅では改札口で切

符に鋏を入れず回収もしない）、２７日に２４時

間ストを決行する旨発表があったと、経営主で

ある会社側が事情説明をして沿線住民に理解を

求める内容となっています。春季賃上げ闘争（春

闘）は正式には昭和３１年から始まっており、

このストはその走りだったといえるでしょう。 

このストは東武１社だけではなく、全国の日

本私鉄労働組合総連合会の１０１組合が参加し、

全国一斉に行う予定でした。２６日から２７日

未明に及ぶ各社の団体交渉で、７割近い会社は

妥結、話し合いがついてストを中止しています

が、東武は関東大手で唯一交渉が物別れとなり、

２７日は朝７時からストに入っています。東武

野田線・東上線と東京、埼玉、千葉を含む１都

５県にまたがるバス路線全線が運行休止になり

ました。当日は春休み中の好天に恵まれた日曜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日で、ストを知らずに駅まで足を運び、「スト決

行」の立て看板を見てがっかりして引き上げる

利用者も多かったようです。足を奪われた沿線

の人々が、近場の映画館などに足を運び「映画

館は満員の盛況」、発車しないバスをにらむ人た

ちを、同じ方向に相乗りさせていくタクシーは

「ストに感謝？していた」といった新聞記事も

見え、東武労組ストのお陰で売り上げが増えた

業種もあったようでした。 

 賃上げ以外の問題が未解決のため、また翌４

月３日に２４時間ストを決行することを、東武

労組は会社経営側に通告しました。そのため、

上記と同様の案内を４月２日付けの新聞などに

東武は掲載していますが、幸いなことに同日夜

からの徹夜交渉で妥結し、２度目のストはなん

とか回避されました。 

 昨年夏に都内のデパートが休館ストをしたの

は記憶に新しいですが、昭和３０～５０年代は、

私鉄・国鉄各労働組合の春闘に関わるストは珍

しいことではありませんでした。現在では、国

民の足である鉄道が動かないことは考えられま

せんが、５０歳代以上の方には昼間に駅のシャ

ッターが降りている光景を覚えている方も多い

のではないでしょうか。 

 裏紙として再利用されたからこそ残された歴

史のひとコマに巡り会える、史料整理という仕

事は、そんな未知との遭遇に溢れています。 


